ワークショップを成功させる17のアイデア

1. 四角ではなくサークルで
他の参加者が見えるので、相互の関わりが増えるでしょう。

2. マーフィの法則
予測不可能なことが起こります。戸外でやろうとしていたアクティビティを、室内でもできるものに変更するというような柔軟性を持ちましょう。

3. 数
ワークショップの最低人数は10名。PLTのアクティビティはグループ作業で行います。そのため、10名以下では難しいのです。10名につき、一人のファシリテーター、というのがワークショップの黄金律です。

4. 荷造りは自分で
何がどこに入っているか、知っていることです。チェックリストを使いましょう。ワークショップでは、すぐに取りだせるように、素材を並べておきましょう。時間の節約になりますし、探し物をしていて準備不足だなと思われないためにも。

5. 共同ファシリテーター
PLTの最善の実践は二人でワークショップを行うことです。一人は教育者、もう一人はリソースパーソンです。参加者は違ったスタイル、声、人格から学ぶことができるでしょう。また、緊急の時にも、ワークショップをキャンセルせずにすみます。

6. 人生の薬味
ワークショップのプログラムは、活動的なものと静かに読んだり聴講したりするものとを組み合わせましょう。さまざまな学習スタイルに対応するアクティビティを選びましょう。アクティビティによってファシリテーターを替えることで、バラエティが広がります。

7. 名札

全員が顔見知りであっても名札を使いましょう。セッションの前に、みんなが読めるような大きな文字で名札を準備します。

8. 質問はありませんか?

参加者が質問しやすい雰囲気を創りましょう。もしあなたが答を知らなかったら、「知らないですが、後で調べてお知らせします」と言いましょう。「こんなこと知りたい、欲しい」コーナーを模造紙で創っておきましょう。

9. 待ちの時間
参加者を巻き込むために質問をした場合、答を言ったり、議論を継続する前に、十分に考える時間を取りましょう。これは、学級での教授法においても同様です。

10. ふりかえりとまとめ
アクティビティが終わった後には必ず「デブリィーフ、ふりかえり」をすること。どんな教科に対応しているか、専門用語、必要な教材などについての質問も受け付けます。自分たちが教える場合、どのように活用できると思うか、何人かに発表してもらいます。応用例、発展例のアイデアも募りましょう。ふりかえりとまとめの目的は、参加者が課業についてふりかえり、どのように活用するか、応用するかを考えることができるようにするのです。

11. 専門用語
普通の、日常的に使われる、誰もが理解できる言語を使いましょう。専門用語や略語を使った場合は、必ず説明しましょう。

12. 教えるが、説教はしない
参加者をプロとして扱いましょう。PLTのアクティビティについての判断は、彼らに任せましょう。彼らが教えていることにどのようにPLTを活用するかを考えてもらうことが大切です。

13. 個人的なこと
ワークショップをするときに、自分の個人的なことや観点を話し過ぎないこと。あなた自身とあなたの専門性について紹介しましょう。あなたが、ファシリテーターとして主催者に依頼されていることそのものが語っているのです。

14. 目は口ほどに
セッション中はアイコンタクトをしっかりとりましょう。ボディランゲージに気を配りましょう。あくびは参加者が退屈している、眠い、あるいは部屋が暖かすぎるなどを示していますし、腕組みは寒さや敵対心であるかもしれません。

15. 公正さ
すべての人に平等に接しましょう。えこひいきをしない。プロとして相応しくない会話や冗談はしない。

16. 評価
参加者に、このワークショップを評価することが、PLTのプログラムにとってどれほど重要であるかを理解してもらいます。すべての人に評価を書き込んでもらいます。無記名でも構いません。

17. 楽しもう
あなたが自信を持てるプレゼンテーションのスタイル、共有したい内容を選びましょう。そして、楽しんで下さい!
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